
年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

２
学
期

○ ○

・古典などを読むことをとおして、我が国の
文化の特質や、我が国の文化と中国など外国
の文化との関係について理解を深めている。
・「読むこと」において、必要に応じて書き
手の考えや目的、意図をとらえて内容を解釈
するとともに、文章の構成や展開、表現の特
色について評価している。
・作品に興味をもち、本文の構成や展開、た
とえなどから思想の内容を理解しようとして
いる。

○

・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている、言葉の響
きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、構成や展開などを的確にとらえてい
る。
・歴史上実在する人物の生き方に興味・関心
を持っている。

○

国語 古典演習
国語 古典演習 2

古典演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの
見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力
を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりする
ことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

筑摩書房　古典探究　古文編・漢文編

国語

【 知　識　及　び　技　能 】

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元　『伊勢物語』「月やあらぬ」
【知識及び技能】
　和歌の技法や読み方を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類をふまえて、構成や展開
などを的確にとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の心情をつかもうとする。

・動詞の活用
・和歌の修辞法
・本文の読解
・古典探究　古文編
・一人１台端末 ○ ○

・古典の作品や文章に表れている、言葉の響
きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、構成や展開などを的確にとらえてい
る。
・作品の文学史的な位置づけを理解し、登場
人物の心情をつかもうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 8

B 単元　『戦国策』 「先従隗始」
【知識及び技能】
　漢文の読み方を知る
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の特性を踏まえて内容を理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文の世界に親しむ。

・訓点の付け方と読み方
・本文の読解
・古典探究　漢文編
・一人１台端末

○ ○ ○

・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている、言葉の響
きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、構成や展開などを的確にとらえてい
る。
・「読むこと」において、書き手の考えや目

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○ 1

7

C 単元　『蜻蛉日記』「嘆きつつ」
【知識及び技能】
　形容詞・形容動詞の活用やはたらき
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて話の展開を的
確に理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　古典世界の人々の感受性や心情を理
解しようとする。

・形容詞・形容動詞の活用
・本文の読解
・古典探究　古文編
・一人１台端末

○ ○

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことをとおして、語感を磨き語彙を豊か
にしている。
・「読むこと」において、作品の成立した背
景や他の作品などとの関係を踏まえながら古
典などを読み、その内容の解釈を深め、作品
の価値について考察している。
・作者のものの見方を理解し、自分の体験や
経験に引き寄せて考えようとしている。

○ ○ ○ 7

C 単元　『枕草子』　「中納言参りた
まひて」
【知識及び技能】
　古典における敬語を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の特質を踏まえて内容を理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　古典世界の人々の暮らしについて理
解しようとする。

・古典における敬語の意味
。敬意の方向
・本文の読解
・古典探究　古文編
・一人１台端末

○ ○

・古典に用いられている語句の意味や用法を
理解し、古典を読むために必要な語句の量を
増すことをとおして、語感を磨き語彙を豊か
にしている。
・古典の作品や文章に表れている、言葉の響
きやリズム、修辞などの表現の特色について
理解を深めている。
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、構成や展開などを的確にとらえてい
る。
・「読むこと」において、作品の成立した背

○ ○ ○

定期考査

7

・助動詞のはたらきと活用
（「き」「けり」「つ」「ぬ」）
・本文の読解
・古典探究　古文編
・一人１台端末

○ ○

○ ○ 1

A 単元　『史記』「鴻門之会」
【知識及び技能】
　漢文における表現の決まりや単語の
意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の背景を踏まえて内容を理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　歴史上実在する人物の生き方を通じ
て、主体的に社会の形成に参画し、そ
の発展に寄与する態度を養う。

・漢文における熟語
・訓点を踏まえた読み方
・本文の読解
・古典探究　漢文編
・一人１台端末

○ ○ ○

A 単元　『大鏡』　「花山院の出家」
【知識及び技能】
　古典における助動詞のはたらきを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　作品の背景や古典常識を踏まえて作
品の内容を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
　歴史物語に興味をもち、物語につい
て自分の考えをもとうとしている。

A 単元　『荀子』「性悪」
【知識及び技能】
　漢文における語彙を増やす。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の特性を踏まえて、内容を理解
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　古代の人々の思想や考え方を踏まえ
て本文を読み、自身の価値観を広げよ
うとする態度を養う。

○ ○

・訓点の付け方・読み方
・本文読解
・古典探究　漢文編
・一人１台端末

○

・古典の文の成分の順序や照応、文章の構成
や展開のしかたについて理解を深めている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。
・「読むこと」において、古典の作品や文章
などに表れているものの見方、感じ方、考え
方をふまえ、人間、社会、自然などに対する
自分の考えを広げたり深めたりしている。
・歴史物語の特徴をふまえ、人物や事件につ
いての作者の視点を考えようとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○ 8


